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文
責
は
各
会
派
に
あ
り
ま
す

会
派

意
見
の

　
公
明
党
は
、
12
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
長

岡
京
市
新
庁
舎
等
建
設
工
事
請
負
契
約
な

ど
20
議
案
に
つ
い
て
、
議
論
を
重
ね
慎
重

に
審
査
し
た
結
果
、
全
て
の
議
案
に
賛
成

い
た
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
般
質
問
で
は
、
長
期
に
渡
る
コ
ロ
ナ

禍
で
市
民
生
活
や
社
会
経
済
に
大
き
く
影

を
落
と
す
中
、
財
政
調
整
基
金
を
財
源
と

し
て
、
全
市
民
に
配
布
さ
れ
た
「
新
し
い

生
活
様
式
応
援
券
」
の
反
響
と
経
済
効
果

に
つ
い
て
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
」
が
供
給
さ
れ
た
時
の
接
種
体
制

の
準
備
と
、
対
象
者
へ
の
接
種
方
法
や
周

知
方
法
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制

化
を
求
め
る
意
見
書
と
、
不
妊
治
療
へ
の

保
険
適
用
の
拡
大
を
求
め
る
意
見
書
を
提

案
し
、
２
件
と
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
閉
会
日
に
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
や
ご
要
望
等
を
６
分
野
・
97
項
目
に

ま
と
め
た
令
和
３
年
度
予
算
要
望
書
を
中

小
路
市
長
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。
　
　

　
公
明
党
は
、
こ
れ
か
ら
も
現
場
の
声
を

第
一
に
、
党
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し

て
、
皆
様
の
暮
ら
し
と
命
を
守
る
た
め
の

対
策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

　
令
和
二
年
十
二
月
定
例
会
で
は
、
私
立

幼
稚
園
幼
児
教
育
振
興
助
成
に
関
す
る
請

願
、
水
稲
の
病
害
虫
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ

た
め
の
農
家
支
援
施
策
を
検
討
す
る
こ
と

を
求
め
る
請
願
の
二
件
が
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
内
容
が
実
現
で
き

る
様
、
更
に
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
案
で
は
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
や
、
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審

議
し
ま
し
た
。
中
で
も
、
平
成
二
十
八
年

か
ら
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
た
長
岡
京
市

新
庁
舎
等
建
設
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

は
、
落
札
候
補
者
が
低
入
札
価
格
調
査
制

度
運
用
基
準
に
定
め
る
調
査
対
象
と
な
っ

た
た
め
、
落
札
業
者
が
適
正
で
あ
る
か
、

慎
重
に
審
議
を
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
新
庁
舎
等
建
設
工
事
が
円
滑
に

行
わ
れ
、
市
民
の
満
足
が
得
ら
れ
る
庁
舎

と
な
る
よ
う
、
設
計
に
基
づ
き
施
工
管
理

の
徹
底
を
す
る
こ
と
、
工
事
費
や
工
期
の

監
理
、
監
督
を
徹
底
す
る
こ
と
、
品
質
管

理
や
安
全
管
理
の
点
検
・
確
認
を
徹
底
す

る
こ
と
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
が
積
極
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を
決

議
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　

　
　
八
木
　
浩
・
冨
岡
浩
史
・
小
野
洋
史

　

感
染
拡
大
防
ぎ
、
市
民
守
る
施
策
を
！
　

　重
症
者
を
増
や
さ
ず
医
療
体
制
を
守
る

に
は
、
医
療
・
福
祉
施
設
な
ど
で
の
定
期

的
な
全
員
検
査
で
、
陽
性
者
を
早
期
発
見

し
ク
ラ
ス
タ
ー
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。
市
と
し
て
関
係
機
関
と
協
議

す
る
こ
と
や
、
市
民
へ
の
親
身
な
情
報
提

供
、
相
談
活
動
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
　

　
さ
ら
に
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡
充
、
保
健
所

強
化
」
「
持
続
化
給
付
金
な
ど
の
再
支
給
、

消
費
税
時
限
減
税
」「
少
人
数
学
級
」
な
ど

を
市
議
会
と
し
て
国
に
求
め
る
意
見
書
を

提
案
し
、
い
ず
れ
も
可
決
で
し
た
。
　
　

　
新
庁
舎
等
建
設
工
事
請
負
契
約
の
議
案

に
つ
い
て
は
、
建
て
替
え
自
体
は
必
要
と

考
え
ま
す
が
、
庁
舎
部
分
だ
け
で
現
庁
舎

の
１
・
５
倍
の
規
模
で
あ
り
、
総
事
業
費

で
百
億
円
を
超
え
る
こ
と
は
、
広
報
に
も

書
か
れ
ず
市
民
の
合
意
を
得
た
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
ま
た
、
開
田
保
育
所
跡
地
を
民

間
収
益
施
設
に
す
る
方
針
も
市
民
不
在
で

す
。
他
の
市
町
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
庁
舎
の

事
例
も
示
し
な
が
ら
反
対
討
論
し
ま
し
た
。

　
阪
急
バ
ス
の
減
便
計
画
や
、
指
定
ご
み

袋
制
度
な
ど
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。
　
　

　
日
本
共
産
党
に
、
ご
意
見
・
ご
相
談
を

い
つ
で
も
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

　
令
和
２
年
12
月
定
例
会
で
は
、
約
14
億

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
を
約
３
９
８
億

円
と
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総
合
評
価
方
式
に
よ

る
新
庁
舎
等
建
設
工
事
請
負
契
約
に
つ
い

て
、
87
億
８
千
万
円
で
締
結
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
新
庁
舎
建
設
は
、
ト

ラ
ス
筋
デ
ッ
キ
や
地
盤
ア
ン
カ
ー
の
効
果

的
、
効
率
的
な
技
術
提
案
と
労
務
の
増
員

や
複
数
作
業
の
同
時
並
行
で
工
期
短
縮
が

図
ら
れ
、
当
初
想
定
さ
れ
て
い
た
１
０
０

億
円
の
工
事
費
用
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
に

加
え
て
、
安
全
、
品
質
、
環
境
な
ど
監
督

体
制
の
強
化
に
つ
い
て
も
対
応
さ
れ
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
他
、
公
立
小
中
学
校
に
通
う
生
徒

へ
、
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
向

け
約
３
億
円
、
台
数
に
し
て
４
８
４
０
台

を
取
得
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
全
生
徒
分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
確
保
す
る
準
備
が
整
い
ま
し
た
。
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
鉛
筆
や
消
し
ゴ
ム

の
様
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
し
、
超

情
報
化
社
会
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
環
境
整

備
を
引
き
続
き
訴
え
て
参
り
ま
す
。
　
　
　

　
　
進
藤
裕
之
・
大
伴
雅
章
・
綿
谷
正
已
　

　
　
冨
田
達
也
・
宮
小
路
康
文
　
　
　
　

　

　
12
月
議
会
で
は
、
市
役
所
新
庁
舎
等
建

設
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
慎
重
審
議

し
ま
し
た
。
市
庁
舎
の
再
整
備
基
本
構
想

・
基
本
計
画
・
基
本
設
計
・
実
施
設
計
策

定
の
度
に
議
論
を
積
み
重
ね
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
工
事
発
注
や
業
者
選
定
に
つ
い
て

質
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
建
設
工
事
請
負

契
約
に
関
し
て
決
議
案
を
発
議
し
、
落
札

業
者
と
の
契
約
締
結
に
お
い
て
、
工
事
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
こ
と
、
地
域
社
会
へ
の

貢
献
等
、
市
民
の
満
足
が
得
ら
れ
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
阪
急
長
岡
天
神
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

は
、
駅
東
側
の
補
助
幹
線
道
路
や
駅
前
広

場
の
施
設
の
配
置
計
画
・
用
地
確
保
に
努

め
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
本

市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
関
連
し
た
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展
開
に
つ
い
て
は
、
一
過

性
に
せ
ず
、
定
住
人
口
増
加
な
ど
関
係
人

口
拡
大
を
目
指
す
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
急
拡
大
の

状
況
か
ら
、
感
染
防
止
対
策
費
な
ど
を
増

額
す
る
補
正
予
算
案
に
対
し
て
は
、
積
極

的
な
執
行
を
要
望
し
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
今
後
も
市
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
に

向
け
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
三
木
常
照
・
中
小
路
貴
司

　

　
既
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
こ
れ
ま

で
の
生
活
を
一
変
さ
せ
、
地
域
経
済
に
深

刻
な
痛
み
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、
十
二
月
議
会
で
は
、
令
和
二

年
度
長
岡
京
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、

二
十
の
議
案
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
、

全
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
共
生

型
福
祉
施
設
構
想
の
早
期
具
体
化
、
農
商

工
へ
の
経
済
支
援
、
高
齢
者
の
虚
弱
化
・

認
知
症
へ
の
効
果
的
な
施
策
、
市
役
所
庁

舎
建
て
替
え
、
中
心
市
街
地
の
整
備
検
討
、

子
育
て
支
援
や
小
中
学
校
情
報
通
信
環
境

の
整
備
な
ど
、
必
要
と
さ
れ
る
施
策
に
き

め
細
や
か
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

要
望
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

市
民
生
活
へ
の
影
響
は
看
過
で
き
な
い
も

の
で
あ
り
、
誰
も
正
解
が
分
か
ら
な
い
コ

ロ
ナ
危
機
で
は
、
従
来
型
の
行
政
手
法
だ

け
で
は
市
民
の
安
心
な
生
活
を
支
え
る
こ

と
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
難
局

を
乗
り
切
る
た
め
の
支
援
施
策
を
実
施
し

て
い
た
だ
く
一
方
、
私
た
ち
は
世
の
中
の

変
化
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
終
息
後
の
時
代
に
備
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　

　
上
村
真
造
・
白
石
多
津
子
・
田
村
直
義

　

会
派
と
は
同
じ
意
見

や
考
え
を
持
つ
議
員
が

集
ま
っ
て
つ
く
る
グ
ル

ー
プ
の
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
は
12
月
定
例

会
で
審
議
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
、
各
会
派
の

意
見
を
紹
介
し
ま
す
。
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文
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。
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さ
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さ
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、
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に
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で
は
、
公
の
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の
指
定
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者

の
指
定
や
、
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
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議
し
ま
し
た
。
中
で
も
、
平
成
二
十
八
年

か
ら
検
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が
進
め
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て
き
た
長
岡
京
市

新
庁
舎
等
建
設
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

は
、
落
札
候
補
者
が
低
入
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価
格
調
査
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度
運
用
基
準
に
定
め
る
調
査
対
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と
な
っ

た
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め
、
落
札
業
者
が
適
正
で
あ
る
か
、

慎
重
に
審
議
を
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
新
庁
舎
等
建
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が
円
滑
に
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、
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民
の
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が
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れ
る
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と
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よ
う
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に
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工
管
理

の
徹
底
を
す
る
こ
と
、
工
事
費
や
工
期
の

監
理
、
監
督
を
徹
底
す
る
こ
と
、
品
質
管

理
や
安
全
管
理
の
点
検
・
確
認
を
徹
底
す

る
こ
と
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
が
積
極
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を
決

議
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　

　
　
八
木
　
浩
・
冨
岡
浩
史
・
小
野
洋
史

　

感
染
拡
大
防
ぎ
、
市
民
守
る
施
策
を
！
　

　重
症
者
を
増
や
さ
ず
医
療
体
制
を
守
る

に
は
、
医
療
・
福
祉
施
設
な
ど
で
の
定
期

的
な
全
員
検
査
で
、
陽
性
者
を
早
期
発
見

し
ク
ラ
ス
タ
ー
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。
市
と
し
て
関
係
機
関
と
協
議

す
る
こ
と
や
、
市
民
へ
の
親
身
な
情
報
提

供
、
相
談
活
動
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
　

　
さ
ら
に
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡
充
、
保
健
所

強
化
」
「
持
続
化
給
付
金
な
ど
の
再
支
給
、

消
費
税
時
限
減
税
」「
少
人
数
学
級
」
な
ど

を
市
議
会
と
し
て
国
に
求
め
る
意
見
書
を

提
案
し
、
い
ず
れ
も
可
決
で
し
た
。
　
　

　
新
庁
舎
等
建
設
工
事
請
負
契
約
の
議
案

に
つ
い
て
は
、
建
て
替
え
自
体
は
必
要
と

考
え
ま
す
が
、
庁
舎
部
分
だ
け
で
現
庁
舎

の
１
・
５
倍
の
規
模
で
あ
り
、
総
事
業
費

で
百
億
円
を
超
え
る
こ
と
は
、
広
報
に
も

書
か
れ
ず
市
民
の
合
意
を
得
た
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
ま
た
、
開
田
保
育
所
跡
地
を
民

間
収
益
施
設
に
す
る
方
針
も
市
民
不
在
で

す
。
他
の
市
町
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
庁
舎
の

事
例
も
示
し
な
が
ら
反
対
討
論
し
ま
し
た
。

　
阪
急
バ
ス
の
減
便
計
画
や
、
指
定
ご
み

袋
制
度
な
ど
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。
　
　

　
日
本
共
産
党
に
、
ご
意
見
・
ご
相
談
を

い
つ
で
も
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

　
令
和
２
年
12
月
定
例
会
で
は
、
約
14
億

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
を
約
３
９
８
億

円
と
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総
合
評
価
方
式
に
よ

る
新
庁
舎
等
建
設
工
事
請
負
契
約
に
つ
い

て
、
87
億
８
千
万
円
で
締
結
す
る
こ
と
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
新
庁
舎
建
設
は
、
ト

ラ
ス
筋
デ
ッ
キ
や
地
盤
ア
ン
カ
ー
の
効
果

的
、
効
率
的
な
技
術
提
案
と
労
務
の
増
員

や
複
数
作
業
の
同
時
並
行
で
工
期
短
縮
が

図
ら
れ
、
当
初
想
定
さ
れ
て
い
た
１
０
０

億
円
の
工
事
費
用
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
に

加
え
て
、
安
全
、
品
質
、
環
境
な
ど
監
督

体
制
の
強
化
に
つ
い
て
も
対
応
さ
れ
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
他
、
公
立
小
中
学
校
に
通
う
生
徒

へ
、
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
向

け
約
３
億
円
、
台
数
に
し
て
４
８
４
０
台

を
取
得
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
全
生
徒
分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
確
保
す
る
準
備
が
整
い
ま
し
た
。
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
鉛
筆
や
消
し
ゴ
ム

の
様
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
し
、
超

情
報
化
社
会
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
環
境
整

備
を
引
き
続
き
訴
え
て
参
り
ま
す
。
　
　
　

　
　
進
藤
裕
之
・
大
伴
雅
章
・
綿
谷
正
已
　

　
　
冨
田
達
也
・
宮
小
路
康
文
　
　
　
　

　

　
12
月
議
会
で
は
、
市
役
所
新
庁
舎
等
建

設
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
慎
重
審
議

し
ま
し
た
。
市
庁
舎
の
再
整
備
基
本
構
想

・
基
本
計
画
・
基
本
設
計
・
実
施
設
計
策

定
の
度
に
議
論
を
積
み
重
ね
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
工
事
発
注
や
業
者
選
定
に
つ
い
て

質
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
建
設
工
事
請
負

契
約
に
関
し
て
決
議
案
を
発
議
し
、
落
札

業
者
と
の
契
約
締
結
に
お
い
て
、
工
事
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
こ
と
、
地
域
社
会
へ
の

貢
献
等
、
市
民
の
満
足
が
得
ら
れ
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
阪
急
長
岡
天
神
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

は
、
駅
東
側
の
補
助
幹
線
道
路
や
駅
前
広

場
の
施
設
の
配
置
計
画
・
用
地
確
保
に
努

め
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
本

市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
関
連
し
た
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展
開
に
つ
い
て
は
、
一
過

性
に
せ
ず
、
定
住
人
口
増
加
な
ど
関
係
人

口
拡
大
を
目
指
す
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
急
拡
大
の

状
況
か
ら
、
感
染
防
止
対
策
費
な
ど
を
増

額
す
る
補
正
予
算
案
に
対
し
て
は
、
積
極

的
な
執
行
を
要
望
し
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
今
後
も
市
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
に

向
け
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
三
木
常
照
・
中
小
路
貴
司

　

　
既
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
こ
れ
ま

で
の
生
活
を
一
変
さ
せ
、
地
域
経
済
に
深

刻
な
痛
み
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、
十
二
月
議
会
で
は
、
令
和
二

年
度
長
岡
京
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、

二
十
の
議
案
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
、

全
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
共
生

型
福
祉
施
設
構
想
の
早
期
具
体
化
、
農
商

工
へ
の
経
済
支
援
、
高
齢
者
の
虚
弱
化
・

認
知
症
へ
の
効
果
的
な
施
策
、
市
役
所
庁

舎
建
て
替
え
、
中
心
市
街
地
の
整
備
検
討
、

子
育
て
支
援
や
小
中
学
校
情
報
通
信
環
境

の
整
備
な
ど
、
必
要
と
さ
れ
る
施
策
に
き

め
細
や
か
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

要
望
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

市
民
生
活
へ
の
影
響
は
看
過
で
き
な
い
も

の
で
あ
り
、
誰
も
正
解
が
分
か
ら
な
い
コ

ロ
ナ
危
機
で
は
、
従
来
型
の
行
政
手
法
だ

け
で
は
市
民
の
安
心
な
生
活
を
支
え
る
こ

と
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
難
局

を
乗
り
切
る
た
め
の
支
援
施
策
を
実
施
し

て
い
た
だ
く
一
方
、
私
た
ち
は
世
の
中
の

変
化
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
終
息
後
の
時
代
に
備
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　

　
上
村
真
造
・
白
石
多
津
子
・
田
村
直
義

　

会
派
と
は
同
じ
意
見

や
考
え
を
持
つ
議
員
が

集
ま
っ
て
つ
く
る
グ
ル

ー
プ
の
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
は
12
月
定
例

会
で
審
議
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
、
各
会
派
の

意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

　


